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〔Ⅰ〕

２０１０年３月期（2009年度）

中間決算説明
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連結経営成績の概要（１）

２００９年度上期業績

法人税69
(利益会社7社の法人税)28.4 4.8 (+ 6)6 純 利 益

・為替損 △95  (98円/$→90円/$)
・配当益 ＋22450.9 15.7 (+ 70)70 経常利益

171.5 35.3 (+140)140 
( 2.7% )

営業利益
（利益率）

94.268.0 1155,281売 上 高

当上期の内容
前年下期比

(％)
前年上期比

(％)
計画比
(％)

業 績
(百万円)
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連結経営成績の概要（２）

事業別売上高 （連結）

・TV、エアコンの生産拡大110.079.020.71,093 サージ

・全分野低迷中

・リードリレー関連は撤退
73.339.61.9101センサー

・LED表示（カスタム）へ特化
（棒状光源拡販）81.273.624.01,269表 示

・中国内需拡大策受注増

（直：コンデンサ、間：工作機用部品）
96.964.053.42,818ノイズ

当上期の内容
前 年
下期比（％）

前 年
上期比（％）

構成比
（％）

売上高
(百万円)

事業別
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1.9%

24.0%

20.7%

53.4%

2.5%

27.9%

17.7%

51.9%

（ ）内：対０８下期売上高増減率

ノイズ関連

(96.9%)

サージ関連

(110.0%)

表示関連

(81.2%)

事業別売上高（構成比）
ｾﾝｻｰ関連

(73.3%)

内円は

08/下期
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ノイズ対策市場の現状

ノイズ

対策

家電製品
・テレビ ・エアコン

・空気清浄機

・冷蔵庫 ・給湯器

・洗濯機 ・IH調理器 等

産業機器
・工作機器 ・半導体装置

・ロボット ・医療機器 等

事務機
・電話 ・ファクシミリ

・パソコン ・複合複写機

・プロジェクター

・デジタルカメラ 等

車両関連
・自動車 ・電車 等

30%→25%

35%

35%→40%

構成率変化 ０８年→０９上期
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サージ対策実施商品

家電製品

・PDP-TV,LCD-TV，HDレコーダ
・エアコン ・冷蔵庫

・給湯器 ・洗濯機

・ＩＨ調理器 等

通信関連

・携帯電話基地局

・モデム ・スプリッター

・セキュリティ装置

・カーナビ ・電話交換機・PBX

事務機

・電話 ・ファクシミリ

・パソコン

・複合複写機

・プロジェクター等

産業機器

・工作機器、インバータ電源

・半導体製造装置

・ロボット ・医療機器等 20%→15％

25%

35%→40％

20%サージ

対策

構成率変化 ０８年→０９上期
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連結経営成績の概要（３）

地域別売上高

ＵＳＡのＮ．Ｙ地下鉄用表示器 及び

医療機器用表示器が継続受注
98.2 95.3 14.8 780 

USA、
EU他

・ＴＶ、パソコン、ゲーム機等受注拡大

・中国内需拡大策家電に増
119.0 74.4 42.3 2,233 アジア

・国内はスローペースの戻り：対０８上

(０８下：△60％ → ０９上：△40％)
77.3 57.5 42.9 2,268 日 本

当上期の内容
前 年

下期比（％）
前 年

上期比（％）
構成比（％）

売上高
（百万円）

地域別
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海外

57 .1%
日本

42 .9%

アジア

42 .3%

USA・E U

14 . 8%

14.2%

52.3%

33.5%

地域別売上高 （構成比）

内円は
08/下期
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連結経営成績の概要（１）

２００９年度上期業績

法人税69
(利益会社7社の法人税)28.4 4.8 (+ 6)6 純 利 益

・為替損 △95  (98円/$→90円/$)
・配当益 ＋22450.9 15.7 (+ 70)70 経常利益

171.5 35.3 (+140)140 
( 2.7% )

営業利益
（利益率）

94.268.0 1155,281売 上 高

当上期の内容
前年下期比

(％)
前年上期比

(％)
計画比
(％)

業 績
(百万円)
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•利益（原価）の分析グラフ

2009年度上期
営業利益

販管費

改善

材料費
改善

売上減

製造経費
削減

製品構成差

2008年度上期
営業利益

△12.7

4.2

4.0

（単位：億円）

労務費
削減

2.9

△0.4

減価償却費
増

△2.1

2.3

3.4 0.2

荷造運搬費

(製品)改善

1.4
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連結経営成績の概要（１）

２００９年度上期業績

法人税69
(利益会社7社の法人税)28.4 4.8 (+ 6)6 純 利 益

・為替損 △95  (98円/$→90円/$)
・配当益 ＋22450.9 15.7 (+ 70)70 経常利益

171.5 35.3 (+140)140 
( 2.7% )

営業利益
（利益率）

94.268.0 1155,281売 上 高

当上期の内容
前年下期比

(％)
前年上期比

(％)
計画比
(％)

業 績
(百万円)
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2010年3月期中間 財務状況（連結）
（単位：百万円）

△697,1057,1747,538純資産（資本）

12,730

882

366

1,248

1,130

1,208

1,603

3,942

2,388

110

529

1,105

993

1,149

3,779

6,278

498

1,699

3,763

490

6,452

08/9期

1111,18311,172総資産

△5869874その他

△53260313長期借入金

△581,1291,187固定負債

△25723748その他

1271,3001,173短期借入金

37925888仕入債務

1392,9492,810流動負債

1262,3752,249投資その他の資産

8108100無形固定資産

△100158258その他

△41,0991,103土 地

△1321,0961,228機械装置・運搬具

△1049601,064建物・構築物

△3393,3153,654有形固定資産

△2055,7996,004固定資産

33493460その他

△851,2421,327たな卸資産

1432,8842,741売上債権

127764637現金預金

2175,3845,167流動資産

増減額09/9期09/3期

回転率回転率
１を目指す１を目指す

自己資本比率自己資本比率
６３６３..５％５％
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〔Ⅱ〕

２０１０年3月期（2009年度）

業績見通し
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日本国内は、
スローペースではあるが、

確実に右肩上がり。

中国の内需拡大策効果は、
引き続き期待できる。

（中国ミドル層・農村部）

薄型ＴＶの2010年モデルが、
１２月より生産スタート

（垂直立上げ）

下期の事業環境

懸念事項

部材関連
・１Ｑ…値下がり
・２Ｑ…非鉄金属の値上がり始まる
・３Ｑ…一部購入価格の値上がり始まる

４Ｑの懸念事項
・中国旧正月（2/14）の影響
（受注減・生産減・作業員の戻り）

・日本の景気は２番底の可能性あり

ＮｅｗＹｏｒｋ地下鉄車輌用
ＬＥＤ表示器は、１２月生産で終了

プラス要因
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2010年3月期 業績見通し
業績（連結）

（単位：百万円）

△10050446150当期純利益

△384801070464経常利益

△2.21.40.22.73.6
営業利益率

（％）

△33015010140480営業利益

△164230129101394センサー

△6772,6101,3141,2693,287表 示

△2572,1201,0271,0932,377サ ー ジ

△1,5705,7402,9222,8187,310ノ イ ズ

△2,66810,7005,4195,28113,368売上高

前 年
増 減

10/3期
(予想)

下期予想上期実績09/3期
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売上高推移

12,535

13,684

15,885 15,972

6,455 6,546

7,915

13,368

5,281

7,764
8,273
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売上高

中間
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配当の推移
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【事業の拡大】

１．ノイズ事業

① ＥＣＯ発電分野を強化（技術・商品開発＋顧客開拓）

次のステップ＝電気自動車関連

② ノイズフィルターは高帯域・大電流領域へ参入

２．サージ事業

① 半官半民市場（電力・鉄道等）へ

「アブソーバモジュール」をもって参入

② ＳＭＤ型（ＲＨＣＡシリーズ）開発終了

通信業界へ参入

下期下期およびおよび来期へ向けての施策来期へ向けての施策
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下期下期およびおよび来期へ向けての施策来期へ向けての施策

【事業の拡大】

３．表示事業

① ＬＥＤ関連 ー ＬＥＤ照明分野のカスタム市場を拡大

② ＦＳ‐ＬＣＤ ー 優れた表示性（明るさ・コントラスト・色彩性等）を

前面に出して、空港・駅舎等の表示へ

４．センサー事業

① 工作機業界中心 ＋ 他業界へ展開を推進

② 異種センサーを検討中
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損益分岐点の改善 （売上高／営業利益）
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下期下期およびおよび来期へ向けての施策来期へ向けての施策

【生産の革新】

１．中国工場 ――― 人海ライン 省人化（機械化）ラインへ

２．スリランカ工場 ― 生産体制（生産技術・品質管理・原価管理等）を

確立させ、次の増産投資へもっていく

３．福島工場 ――― ＬＥＤ・センサーの生産技術棟を新設

内製化と共に、生産技術を向上させる

４．部材開発室 ―― ① 新しい材料で差別化

② 部材高騰を、技術改善でコストダウン
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設備投資と減価償却費
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615 640
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設備投資 減価償却費（百万円）
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発表日発表日 ２００９年１１月１３日（金）２００９年１１月１３日（金）

選定日選定日 ２００９年１１月２０日（金）２００９年１１月２０日（金）

【ＯＫＡＹＡ株】 貸借銘柄に選定【【ＯＫＡＹＡ株ＯＫＡＹＡ株】】 貸借銘柄に選定貸借銘柄に選定
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連絡先連絡先 窓 口：総務部

メールアドレス：OEI_Kouhou@okayaelec.co.jp

電話番号：03-4544-7000

F A X番号：03-4544-7007

なお、本資料における業績予想及び将来の予想等に関する記述は、現時点で入手された情報に基づき判断した
予想であり、潜在的なリスクや不確実な要素を含んでおります。従いまして、実際の業績等が、様々な要因に
より異なる可能性がありますことをご了承ください。

ご清聴ありがとうございましたご清聴ありがとうございました

ご支援のほどよろしくお願いいたしますご支援のほどよろしくお願いいたします


